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革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）
「セレンディピティの計画的創出」

進捗状況について
Program Manager
合田圭介
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100点

細胞遺伝子発現
核

細胞数合計：5個
遺伝子発現数合計：15個
細胞1個あたりの
平均遺伝子発現数：3個

従来技術のバルク（集団）で行う分析では平均値の比較で差が出ないため、
個々の細胞の違い（個性）が分からない

2平均値 ≠集団を代表する値

液体クロマトグラフィー
（従来技術）

平均値は集団を代表
する値とは限らない
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細胞に当てはめると…
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テスト受験者：5人
平均点：50点
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同じ種類の細胞なのに薬剤耐性
に違いがあるのはなぜ？

同じ細胞種

遺伝子発現数が違う

蛍光色素で光る

見慣れない細胞

ビールの生産量を
増やせないかな？

抗体医薬で使用する抗体の生産量
を上げるにはどうすればいいの？抗体をたくさん

作る細胞

新規微生物

油脂をたくさん作る
微生物がいないかな？

バイオ産業
市場規模：200兆円
（2030年OECD予想）

• 医薬品
• 再生医療
• がん治療
• 食品
• 環境
• エネルギー

◎

×

3バイオ産業のニーズと技術的課題

新しい微生物を発見
できないかな？

細胞集団を平均値で扱う従来技術は、
これらのニーズに応えることが出来ない



膨大な数の
細胞集団

単一の細胞

夢の細胞検索エンジン
「セレンディピター」
～細胞のGoogle～

グリーンイノベーション

ライフイノベーション

4目的：セレンディピターの開発、社会実装、事業化

バイオ燃料 機能性飼料

機能性食品 バイオプラス
チック

血栓症検査 がん検出

白血病治療 アレルギー検出

 世界最高の性能を持つ細胞検索能力
 膨大な数の細胞集団から単一の細胞を迅速・正確に
探し出す究極的な1細胞分析技術

 細胞の「砂浜からの一粒の砂金」を効率的に発見
 ノーベル賞級の大発見（セレンディピティ）を頻発



プロジェクト７
各要素技術の基本システムへの
融合とセレンディピターの開発

プロジェクト８
グリーンイノベーション
分野の実証評価

プロジェクト９
ライフイノベーション
分野の実証評価

セレンディピター開発の詳細と関連分野

細胞
制御
技術

細胞
計測
技術

細胞
分取
技術

細胞
解析
技術

細胞
刺激
技術

判断信号

ビッグ
データ

高速流体 高速流体

細胞集団 不要細胞

細胞
同定
技術

プロジェクト１
統合システム（セレンディピター）
の基盤となる基本システムの開発

プロジェクト２
単一細胞の分解能で高速・正確に
細胞を刺激する基盤技術の開発

プロジェクト３
単一細胞の分解能で高速・正確に
細胞を計測する基盤技術の開発

プロジェクト４
単一細胞の分解能で高速・正確に
細胞を同定する基盤技術の開発

プロジェクト５
単一細胞の分解能で高速・正確に
細胞を分取する基盤技術の開発 プロジェクト６

単一細胞の分解能で高速・正確に
細胞を解析する基盤技術の開発

計測エリア

光科学 情報科学

分析化学

分析化学
分子生物学

細胞生物学 医学

分子生物学

システム工学

電子工学 電子工学

化学工学

機械工学 機械工学
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運営部門

研究開発部門

統計データ
 9プロジェクト
 30チーム
（5～10名／チーム）

 合計約200名

システム開発 要素技術開発 実証評価運営 PL = Project Leader, TL = Team Leader, PA = Program Advisor, PMA = PM Assistant

合田PM
総括
JST

Project 1
新田PM補佐PL

JST

Project 2
鈴木取締役PL
ユーグレナ

Project 3
小関准教授PL
東京大学

Project 4
朽名CTOPL

LPixel

Project 5
細川准教授PL
奈良先端大学

Project 6
上村教授PL
東京大学

Project 7
未定PL
未定

Project 8
星野准教授PL
九州大学

Project 9
中川院内講師PL
東北大学
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伊藤PM補佐
研究開発担当
広報担当

JST

杉村PM補佐
運営担当
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JST

新田PM補佐
研究開発担当
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研究開発体制（中間ステージゲート終了後） 6

牧PA
事業化担当

GRIPS

紅林PA
事業化担当

ACTE

上原PA
事業化担当

DEFTA Partners



7研究開発機関

日本全国および世界から19の大学、病院、企業などが参画



 各チームが独立して研究を行うのではなく、すべてのチームがお互いに連
携を取り合い、一つの大きな目標のために共同で取り組む研究開発モデル
（KEKやKAGRAなどの素粒子実験や重力波検出実験のモデルに近い）

 研究者の知名度にとらわれず、真の実力とポテンシャルを評価し、ImPACT
後にも20年間は成長できるように、45歳未満の若手中心で構成
→ チームU45（少数のオーバーエイジ含む）

 研究開発のスピードと効率性を最大化させるために、「協働」と「競争」
を上手に機能させる体制

 異分野融合型の研究開発や産学連携にとって足かせとなる年功序列や職位
を徹底的に撤廃し、研究開発体制をツリー型からウェブ型に進化させるこ
とで、非効率な縦割り構造を破壊し、フラットな人間関係を築かせ、横の
連携を強化

 学生からPMまで率直に議論が出来る雰囲気を醸成
→ 真のオープンイノベーションの創出

8研究開発体制の特徴


